
ベア・定昇・夏季手当・諸手当改善！
要求獲得！職場から奮闘しよう

ＪＲ東海労ニュース

本部は２月19日、「2014年度賃金引き上げ、夏季手当および諸要求の申し入

れ」（申第27号）に基づく、第１回団体交渉を開催しました。

団体交渉で本部は要求趣旨について、「政府は景気は緩やかに回復している

としているが、景気回復が企業だけのものであってはならない。景気回復を支えて

きたのは労働者である、この景気回復によって労働者が安心して働ける社会を実現さ

せなくてはならない。賃金の引き上げを行わない限り、日本の経済はまたもや低

迷することになる」「会社の業績は極めて好調である、これは社員の努力あっ

たからこそである。会社は、賃金引き上げと夏季手当の大幅増額、および諸手当

の改善を行い、この努力に応えるべきだ」と強く主張しました。

一方会社は、経営状況については「運輸収入は現在堅調な数字を確保してい

るものの、今後は観光需要の一巡や消費税率引き上げに伴う景気腰折れ、海外

景気の下振れなど、経営環境のリスクは多く存在する」とし、「当社の賃金水

準は相当高いレベルに到達している。月例賃金をベア等により改善しなければ

ならない理由は見いだしにくい。夏季手当についても慎重な判断が求められ

る」などとする現段階の見解を示し、ＪＲ東海労の要求に難色を示しました。

好調な業績を見ても分かるように、会社には要求に応える体力があります。

全組合員で要求満額獲得に向け奮闘しよう。

第２回団体交渉は２月24日（月）に開催します。

賃金引き上げを行うべきだ！
◎2013年度第３四半期決算は過去最高の利益を計上！
◎通期の決算予想も上方修正！
◎景気は緩やかに回復！
◎消費増税や健康保険料率アップに備えるためにも賃金
引き上げは必須！

◎会社には賃金引き上げに応える体力がある！
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統一要求・統一闘争で2014ＪＲ春闘を闘おう！②


